
「子どもが自ら学び，考え，主体的に判断

する」ことが重要視されている昨今，中学校

では「進路・進学」という壁からの逆算によ

って，生徒は受身的な学習に陥っている現実

がある。生徒が，「主体的に学んでいく力」

を育むためには，限られた枠の中で，敷かれ

たレールの上を走る「教師主導型授業」を根

本から見直さなくてはならない。

生徒が自分の手でパソコンのマウスをクリ

ックして情報を得たり，電子メールやチャッ

ト，テレビ会議システムを通して生まれるコ

ミュニケーションや，ホームページ制作によ

って伝えたいことを伝えられる。その醍醐味

は，教科書と目の前にいる教師のみから学ぶ

「敷かれたレールの上を走る学習」とは違い，

教室の枠を超えた「自ら学ぼう」とする主体

的な活動を促すと考えられる。そこで，「主

体的に生き生きと学ぶ生徒を育むインターネ

ットの活用」という主題を設定した。

①通信型マルチメディアを利用した情報受信

により，生徒は自らの手で最新性・専門性

の高い情報に直接触れることができ，自主

的に学習を進めることができる。

②通信型マルチメディアを利用した情報発信

により，生徒は学習の成果を広域に向けて

自ら表現することができ，そして他から評

価を得ることで，自主的に学習を進めるこ

とができる。

③通信型マルチメディアを利用したコミュニ

ケーションにより，情報の先にいる人と関

わり，生の情報を得て，より考えを深めな

がら，主体的に学習を進めることができる。

インターネットを利用して得られるサービ

スの中では，「ホームページの検索と制作」

「電子メールの送受信」「チャット（キーボー

ドを利用したリアルタイム会話）・テレビ会

議システム」を授業に取り入れることにする。

また，テレビ会議システムについては，安定

した映像と音声の配信を保証するために，電

話回線を通して相手と直接接続するタイプの，

専用システムも利用する。

具体的に英語科では，自分の考えを英語で

表現できること，そして相手を理解するため

に英語を読み取ることに重点を置き，単元ご

とに自分の思いを英語にしてホームページを

制作していく。また，電子メールを利用した

英文でのコミュニケーションを通して，読解

力と表現力を養う。また，チャットやテレビ

会議システムを利用して，より実践的な英語

力を高めるようにする。

理科では，課題追求学習の一人調べの手段

の一つとして，ホームページの検索を利用さ

せる。さらに，より具体的な情報を得るため

に，電子メールやテレビ会議システムを利用

する。

社会科では，時事問題を教材として取り上
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●優秀賞

主体的に生き生きと学ぶ生徒を育むインターネットの活用
―社会科・理科・英語科での取り組みから―

（代表執筆者）愛知県岡崎市立城北中学校研究推進部 森　竜師

1 主題設定の理由

もり　　　たつ　し

2 研究の仮説

3 研究の手だて



げ，最新の情報をインターネットから得るよ

うにする。また，ホームページの掲示板や電

子メールを利用して，息の長い意見の交換を

する。

教材　１年　Unit 8「未来の学校」（８時間）

英語科では，これまでにも国際理解教育を

踏まえてインターネットを活用した実践を行

ってきた。ねらいは次の３点である。

①海外との交流を通して，積極的に英語でコ

ミュニケーションしようとする態度を身に

つける。

②テレビ会議ソフトやチャットを通して，相

手の考えを理解し，自分の伝えたいことを

表現する。

③海外との交流を通して異文化への興味・関

心を深めるとともに，日本の文化について

再認識する。

しかし，その授業内容や，チャット上での

生徒の会話のやりとりを分析してみると，次

の問題点が上げられた。

①１年生程度の内容にとどまり，日頃の授業

で蓄積してきた学年に相応した英語力が生

かされていない。

②会話も相手の言うことに反応して答えると

いうよりも，こちらの考えた内容を一方的

に話すといった傾向にあり，実践的なコミ

ュニケーションが成立していない。

コミュニケーションで大切なことは，「言

葉として発言すること・尋ねて情報を得るこ

と・自分の考えや言いたいことを状況に合わ

せて表現すること」であると考える。すなわ

ち，相手の話すことに対して，自分はどう反

応するか考える力と同時に，英文を組み立て

る力を発揮できなければならない。そこでイ

ンターネットの活用を次の３点にしぼり，１

年生でできる方法で実践を行った（資料1，

2）。

①日本と外国の学校の違いを調べるための情

報検索手段としての活用（ホームページの

検索）。

②自分たちの考えを発表したり，広く意見を

求めるための手段としての活用（ホームペ

ージの開設）。
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4 実践(1)英語科

●資料1／第1学年の指導計画

段階 学習課題 学習活動 時間 備考

Starting

Out

時刻を尋ねたり，それに答えた

りする表現に慣れよう。

○What time is it?

○It is eight o'clock.
１ LD

由美たち

の冒険

ある物についてその持ち主を尋

ねたり，それに答えたりする表

現に慣れよう。

○Whose bike is this?

○It is mine.
２ LD

発展

約30年後の学校について現在の

学校と比較し，考えよう。

自分のホームページに書き込も

う。

自分の意見を発表しよう。

インターネットを活用し，世界

に発信しよう。

○I will come to school by car.

○自己紹介，環境問題

○未来の学校

５

ファイル

ホームページ

検索・制作



③交流のためのコミュニケーション手段とし

ての活用（電子メールの交換とチャットの

利用）。

（1）継続的に考える場の設定
使用している教科書は，年間を通して「由

美たちの冒険」という一つのストーリーにな

っている。Unit1～5では，日常生活のごく身

近な話題が取り上げられ，Unit6以降では，

主人公たちがタイムマシンに乗って，21世紀

の世界へ行くという設定で話が進められてい

る。ゴミ問題・学校教育・エネルギー問題な

どが散りばめられ，１年生でありながら，英

語を学びながら21世紀の地球を考えることが

できるように工夫されている。この点に着目

し，継続的に考える場を設けた。また，授業

の中でのインターネット利用の日常化を考え，

身近にいるALTから学校生活について生の

声を聞いた後，「個別作業」として15分間位

置づけ，自分の進度や目標に応じて作業を選

択し，取り組ませた。

（2）ホームページの検索
日本と外国の学校の違いを調べるため，身

近な外国の学校である交流校のホームページ

を検索させた。交流校は次の３校である。
● Singapore : Kranji Secondary School
● Australia : Staggs

（Gippsland Grammar School）
● Korea : ソウル女子商業高校

ホームページを見た生徒の感想には，「ス

クールマークが城北よりかっこいい」「制服

がかわいい」「外国では一人ひとりが先頭に

立って力を合わせている」「校舎やクラブ，

日課など，日本との違いの多さに驚いた」な

どがあり，日本の学校との違いを知ることが
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第１学年次　指導計画

●資料2／３年間を見通した年間指導計画の一部（１年次）



できた。

（3）ホームページの開設

海外の人と関わっていくためには，自分が

どのような人物で，どのような考えを持って

おり，何について話がしたいのか，表現でき

なくてはならない。自分たちの考えを発表し

たり，広く意見を求めるため，英語で個人の

ホームページを開設し，「自己紹介・ゴミ問

題・未来の学校」について，自分のホームペ

ージにまとめた（資料3）。

また，授業時間内に確保されている，約15

分間のパソコンを利用できる「個別作業」の

時間を使って，継続的に考えを書き加えてい

った。

（4）電子メールの活用

交流のためのコミュニケーションの手段と

して，自分の電子メールアドレスにメールが

届いていないかチェックし，届いていれば内

容を調べ，返事を考えた。英語を基礎とした

コミュニケーションによって，英語を通して

相手を理解しようとすることを学んでいった

（資料4）。

（5）一行日記へのチャレンジ
インターネットの日常化と英語で考える力

を継続的につけていくために，ホームページ

に「一行日記」を公開することにした（資料

5）。これは，今後「チャット」というリアル

タイムでのコミュニケーションへ発展させて

いく前段階として，自分の思いを短い英文で

表現できようにしていくことが，ねらいの一

つである。

（6）テレビ会議システムとチャットを
利用した実践的コミュニケーション

相手の顔が画面に現れると，どの生徒も

「あの子が私にメールをくれたんだ。」と大変

嬉しそうな様子だった。音声が届きにくいた

めに，簡単な言葉しか交わすことができなか
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●資料3／公開した個人ホームページ

●資料4／生徒の送信したメール

●資料5／英語で綴る一行日記

Date:Tue, 15 Jun 1999 14:11:53 EST

From:"j981524"<j981524@

To:beotty@

Subject:Thank you!

Hello! I am Noriko!

Thank you for your mail!

I am thinking trash problems and future school in my school!

<trash problems>

The erath has a lot of trash.

When we walk along the street, we can find them.

We must not throw trash on the roadside, because

I feel unhappy and uncomfortable!

We should recycle! For example, recycle saves resources

and reduces pollution!

Recycling is very good!

We Should study about trash from some countries.

Let's increase the tree and a delicious air!

I want to keep clean the earth.

All together let's decrease trash!

Let's bgin recycle!



ったが，相手の顔を見て，声を聞いたという

ことが，生徒に大きな感動を与え，これまで

の文字上の相手を，より身近な「友達」と感

じられるようになった（資料6）。

チャットによる文字上の交流だけでは相手

が見えないので，コンピュータの向こうにい

る人を実感として捉えにくい面がある。その

点，テレビ会議システムを利用することで，

相手の顔・姿・向こうの教室の雰囲気を視覚

的に捉えることができ，文字だけでは気づか

ない新しい発見をすることができた。

教材　「地球と太陽系・太陽系の生い立ち」
（20時間）

理科では，資料収集のためのホームページ

検索，情報の先にいる人に直接問いかけるた

めの電子メールやテレビ会議システムの利用

を進めてきた。

ここでは特に，一人調べを進める生徒が情

報を得る一つの手段として，「生徒自身がホ

ームページを検索し，資料を手に入れる」こ
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●資料6／画面の様子と，チャットの会話の一部

●資料7／指導計画

5 実践(2)理科



とを中心に取り上げ，述べる（資料7）。

（1）話題の情報に意欲を高める生徒
太陽系を構成する惑星についての調べを進

める段階では，アメリカのNASAが打ち上げ

た火星探査衛星（マーズパスファインダー）

の画像や，探査結果をインターネットのホー

ムページで見ることができた。このことは，

その後の天体学習の強い興味づけになった。

また，その後の「太陽系の生い立ちについて

考える」の段階でも，これらの資料は役に立

った。

（2）資料検索に戸惑う生徒
ホームページ検索による資料の収集にあた

っては，当初戸惑いが目立ち，自分の求める

資料にいきつくことができずに時間が多くか

かったり，また，せっかく手に入れた資料も

内容が難しすぎて，結局教師が取捨選択した

ものを与えていったほうが，効率がよいとい

う場面もみられた。

生徒がホームページを検索していく上での

問題点をまとめてみた。

①一斉授業の中で全員がホームページ検索を

行うと，ページが表示されるまでに時間が

かかってしまい，時間的ロスが多くなる。

②検索キーワードの入力で，十分に言葉が絞

り込めず，多くのホームページを引き出し

てしまう。

③個人で公開している趣味のページに入り込

んでしまい，情報の信頼性に疑いが持たれ

る場合がある。

（3）検索をスムーズに行わせる教師支援
上に述べた問題点を解決するために，次の

ような教師支援を行うことにした。

①図書やCD-ROMなどの資料検索と，ホー

ムページ検索を併用させ，全員が同時にイ

ンターネットへアクセスすることのないよ

うに配慮し，アクセススピードを保証する。

②生徒個々の調べたいことをあらかじめつか

み，検索に必要となるキーワードについて，

アドバイスをする。

③サーチエンジンの特定，校内ホームページ

の中にリンク集を作成するなどして，検索

範囲を絞り込ませる。

④あらかじめ関連サイトを「ショートカット」

にして保存しておき，必要に応じて生徒に

与えるようにする。

⑤検索をしていくときは，公官庁や学校関係

など，ある程度信頼のおけるサイトから検

索させていく。

これらの手だてをもとに検索を行わせたと

ころ，比較的スムーズに資料を得ることがで

きた。しかし，中にはキーワードを絞りすぎ

たためにサイトが見つからなかったり，表示

されたホームページの内容を理解しきれない

生徒もいた。そうした場合には，教師の用意

したサイトを参考にさせたり，図書資料を併

用することを指示した。

（4）情報の先にいる人と関わり，疑問を解決
しようとする生徒

「太陽系の生い立ち」について考える段階

では，これまで生徒が調べを進めてきた情報

をもとに，各自の発想で考えをまとめていっ

た（資料8）。しかし，このテーマは正しい答

えがあるわけではない。未知の部分を想像し

ながらも，専門家の意見を求めたいという生

徒が現れ，東京国立天文台の渡辺潤一氏とコ

ンタクトを取ることにした。

教師から，あらかじめ渡辺氏に協力を願え

るように頼んでおいた。生徒は，自分の発想

で考えた太陽系の生い立ちを紙にまとめ，ス

キャナーで読み込み，電子メールで送信した。

何度か電子メールの行き来が行われた後，テ

レビ会議システムを利用して，実際にリアル

タイムで渡辺潤一氏に登場してもらい，生徒

からの個々の疑問を解決してもらったり，生

徒が一人ひとり考えた「太陽系の生い立ち」
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について，一つずつコメントをもらった。い

つもの教師に教えてもらう授業とは違った雰

囲気と，専門家の言葉に，生徒は真剣に耳を

傾け，考えを深めていった。

教材　2年「中部地方～産業廃棄物問題を考

える」（４時間）

時事問題を教材として取り上げ，インター

ネットの「最新の情報を即座に得ることがで

きる」というメリットを生かすことにした。

「消費税」や「死刑判決の是非」「産業廃棄物

問題」などを取り上げた実践を行ったが，そ

れらの実践の一例を述べる（資料9）。

（1）調べ活動を意欲的に進める生徒
産業廃棄物処理が社会的に関心の高い問題

であることを，新聞が連日記事として掲載し

ていることをもとに紹介し，授業で取り上げ

ることにした。

日本全体の「産業廃棄物排出量の推移」の

統計資料と「産業廃棄物のサンプル」を教師

側で準備し，生徒に提示した。サンプルを見

て産業廃棄物は自分たちの豊かな生活と密接

な関係を持っていることをつかんでいった。

そして，その廃棄物が増加しているので真剣

に考えていこうということになった。具体的

には岐阜県御嵩町の処理場建設問題をもとに
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●資料9／指導計画

●資料8／生徒が想像した「太陽系の生い立ち」

6 実践(3)社会科

〈Ａ子〉太陽を中心として気体がぐるぐる回

って，そのうち何かの原因で球体になった。

自転と軌道ができたのはそのため。

〈Ｂ男〉宇宙空間にある小惑星のようなたく

さんの星の集まりが何かの拍子に押し縮めら

れていく。だんだん球形になっていく。押し

縮められた中はすごく熱くなっていく。



討論を進めることにした。

どのような実態なのか調べるために，御嵩

町のホームページにアクセスした。御嵩町の

役場の公式ページは，建設予定地の航空写真

や地図，処理品目など生徒にもわかりやすく，

追究にあたって必要な情報が掲載されていた。

38ページにもわたる膨大な量のホームページ

であったが，生徒は関心のある部分を選んで

閲覧し調べていった。

（2）積極的に意見交換をする生徒
学級内の友達との話し合いを終えた生徒た

ちは，違うクラスの友達や一般の人と意見交

流するために，本校ホームページの掲示板へ

書き込みを始めた。「他のクラスの友達はど

んな意見を持っているのだろう」と，目を輝

かせてパソコンの画面を見つめていた。普段

は知ることのできない他クラスの友達の意見

を読むことの喜びは，教師の予想を越えるも

のであった（資料10）。

また，「eno」さんという外部の大人の方

が，この掲示板を見て初めて意見を書いてく

ださったことも，「ホームページの掲示板を

利用すれば，大人の人と意見交換をすること

もできるんだ」という励みにもなった。

（3）意見交換をもとに考えを深める生徒

当初はそれぞれの意見表明が多く見られた。

しかし，enoさんの「単純に賛成，反対の意

思表示をすればすむ問題ではありません。賛

成でも反対でも，あとは行動で意見を裏づけ

る必要があります。」という２回目の書き込

みをもらってから，次第に意見がからみ合う

ようになり，深まっていった（資料11）。

合計121の書き込みが行われた。外部から

は，enoさんの５回をはじめ，名大大学院生，

北大大学生，２年２組の生徒の親，卒業生等

の方々の書き込みが見られた。

（4）直接疑問を問う生徒
掲示板を通したenoさんとの関わり合いを

重ねていくうちに，生徒から「もっと考えを

聞いてみたい。」「自分の考えについてどう思

うか，尋ねてみたい。」といった声が上がっ

た。掲示板は，書き込む内容に添えて電子メ

ールアドレスを入力するようになっている。

enoさんのメールアドレスはわかっていたの

で，事前に教師がコンタクトを取っておいた

後で，生徒に電子メールを直接送信させた。
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●資料10／本校ホームページの社会科の部屋

2-5 産業廃

棄物に

ついて

私は，今まだ，反対です。でも，

enoさんの意見を聞いて，ただ，

賛成か反対かをいうのではなく，

今，自分ができる行動を考えて

見たいと思った。

2-5

産業問

題につ

いて

私は，今まで，賛成や反対にこ

だわっていたような気がします。

でも，enoさんが，これからが，

大切だということを，教えてく

れました。それで考えたのです

が，出たゴミは，リサイクルす

れば，社会全体の役にたつし，

これ以上，ゴミを増やさないで

すむと思います。だから，リサ

イクルすればいいと思う。

●資料11／考え方に変化が現れはじめた掲示板の書き込み
の一部



充実したハード環境を有効に生かすために，

様々な取り組みを行っている。

まず，指導する立場の教師全員が扱い方を

身につけるために，全職員がホームページを

公開し，また，毎日ホームページに掲載して

いる「城北ニュース」は職員の当番制となっ

ており，毎日更新されている。

学校生活の中では，ホームページの掲示板

や電子メールを生徒と教師のコミュニケーシ

ョンの手段として利用し，教室等にある身近

なパソコンに触れる機会を増やしている。

また，生徒のみならず，父母にも理解を得

ようと，年に数回，父母を対象としたインタ

ーネット講習会を開いている。こうした取り

組みが，実践を支える基盤となっている。

（1）成果(1)

ホームページ検索による情報収集を単

元や授業の中へ取り入れることで，生徒

は主体的に目的へ向かって活動すること

ができた。

これまでの「教師が与える資料」とは違い，

生徒自身がマウスをクリックして，何が出て

くるかわからない情報の海から自分の必要な

ものを探し出す。その醍醐味は生徒の学習意

欲を高め，その後の学習展開にも大きく影響

した。

しかし，実践で述べたように，ただやみく

もに生徒に検索させれば良いのではない。必

要な情報がスムーズに得られないと，生徒の

欲求不満が高まり，学習の意欲を低下させる

ことになる。「主体的な学習」は，教師の手

をはなれて生徒が自分勝手に活動するもので

はない。生徒が目標を持ち，目的を明確にし

て通信型マルチメディアを利用し，学習を進

めて行く姿である。そこには，教師が「プロ

デューサー」または「ナビゲーター」として

授業を組み立てる立場としてかかわらなけれ

ばならない。

（2）成果(2)

ホームページ掲示板を利用した意見の

交換や，電子メールでの関わり，またチ

ャットやテレビ会議システムを利用した

コミュニケーションは，教室の枠にとら

われない学習の広がりを持たせることが

でき，生徒が主体的に学習を進めていく

基盤となった。

情報の先には，必ず「人」が存在する。通

信型マルチメディアの利用を突き詰めて行く

と，最終的には人と人とのコミュニケーショ

ンに行き着く。通信型マルチメディアを通し

て情報と関わっていくことは，すなわち情報

の先にいる「人」から学ぶことである。電子

メールやチャット，テレビ会議の活用は，そ

の段階になって大きく学習に生きてくる。

これまでの，教師や教科書から学ぶ授業展

開は，通信型マルチメディアの利用によって

大きく変わる可能性を持っている。教室の枠

にとらわれないアクティブな学習が可能とな

る。

（3）課題

中学生にとって有効で理解しやすい情

報はほんの一部であり，ほとんどは大人

向けに情報が発信されている現実がある。

また，教師の意図しない情報の行き来が

行われる危険性もある。

だれもが情報を手軽に発信できる反面，そ

の信頼性が疑われたり，生徒にとって不必要
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7 インターネット利用の促進

8 研究の成果と問題点



な情報が溢れすぎているのが，今のインター

ネットの現状である。そうした現実を踏まえ

た上で，通信型マルチメディアを有効に活用

していくためには，「生徒自身に目的を明確

に持たせること」が必要である。目的がはっ

きりしていれいば，不必要な情報に惑わされ

ることはない。

教師は，どのように単元を構成し，どの段

階で通信型マルチメディアに生徒を関わらせ

るか十分吟味する必要がある。そうして授業

の中では，自主的に学習を進める生徒のサポ

ーターとしての役割を担い，授業を展開しな

ければならない。

（4）おわりに
インターネットを教科の学習に取り入れて

行くことによって，教室の枠を越え，物理的

な時間を超えた学習の広がりが期待できる。

そうして教師は，「整理・案内役」に立場を

変え，生徒は自ら学習を進めて行くことがで

きる。こうした経験を積み重ねることによっ

て，「主体的に学ぶ生徒」が育まれるものと

考えられる。

しかし，一般に普及してまだ歴史の浅いイ

ンターネット等は，子どもである生徒が利用

するには，多くの問題点と危険性を持ってい

ることも事実である。

インターネット上の情報が，生徒が安全に

扱えるものとして整備されると同時に，生徒

自身が「情報の受信者・発信者」としての責

任を自覚し，情報批判力・情報モラルを身に

つけながら，自ら求める学習に生かしていけ

るよう，今後も通信型マルチメディアの活用

を研究・実践・検証していきたい。

58


